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岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年12月10日～
平成21年１月29日


　

２　事業者情報

	事業者名称：一関藤の園
（施設名）　
	種別：児童養護施設

	代表者氏名：理事長　　中西　秀吉

（管理者）　園　長　　小笠原　綾子
	開設年月日

　　　　　　昭和３７年５月１５日

	設置主体：社会福祉法人 ふじの園

経営主体：社会福祉法人 ふじの園
	定員（利用人員）

　　　　　　　６６　名

	所在地：一関市山目字館２の５　　　　　　　　　　　TEL：０１９１－２３－１５４４

FAX：０１９１－２３－１５４５


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○体系的な研修計画及び具体的な人材育成研修の取り組み　

職員の資質向上に向けた体制作りに｢研修要綱｣｢人材育成実施要綱｣を作成し、研修内容については、職場研修推進委員会を設置して、体系的な研修計画の策定と具体的な人材育成研修を実行している。

また、個人別研修計画、評価シート、生涯学習計画シートを作成し、実行、そして上司と話し合いながら評価する仕組みを構築しており素晴らしい取り組みである。
◇ 改善が求められる点

 ○PDCAサイクルに基づいたマニュアルの見直し
作成されたマニュアル等の資料は、実施と同時に園内評価を元にした再確認の作業が求められる。PDCAサイクルの活用と徹底を期待したい。その際には、各担当者の創意で作成された資料が統一感のあるものとなるよう、資料の性格や名称の再検討も必要となる。




　

４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	施設を利用する子どもたちの満足度と、そこで働く職員の満足度を高めることは、施設管理者の責務と考えます。平成19年度から第三者評価を受審し、今年度で２年目になりますが、日々の業務内容を見直す機会となり、現在抱えている問題や課題が明確になったことは大きな収穫です。

今回、PDCAのサイクルに基づいたマニュアルの見直しについてご指摘を頂きました。PDCAの考え方は業務管理そのものであり、今後計画的に各種要綱やマニュアルの見直しを行ってまいります。また、すべての業務についてPDCAのサイクルを定着、機能させていきたいと思います。更に、子どもたちの住環境については大きな課題であると認識しており、改善に向けて具体的に取組んでいきたいと思います。処遇上の課題、地域・関係機関との連携のあり方等改善すべき課題はたくさんありますが、更なるサービスの質の向上に向けて一つ一つ課題をクリアしていきたいと思います。

法人の基本理念を「キリストの愛と光によって導かれた子どもたちの尊厳と幸福を目指します」と掲げています。キリストの精神に基づき、子どもたちの幸福のために今後ともハード・ソフト両面の改善を行い、基本理念の具現化に努めてまいります。




５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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